
※２名１室、または３名１室利用。 
（お部屋タイプの変更はできません） 
※通常 29,500円のところ、モニターツアーにつき割安になっています。 
（代金の一部を会津若松商工会議所が補助します。 
ただしアンケート調査等にご協力をいただきます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年 10 月 16 日（火）～17 日（水） 1 泊 2日  

              

  

 

 

 

※上記行程は、交通事情、天候その他事情により変更となる場合があります。※観光ポイントは、裏面をご覧下さい。 

※ツアー実施日は東照宮・秋の大祭と重なっており、10月 16日には神事流鏑馬が奉納されます。 

歴史再発掘～会津へのみち 

「会津西街道からみる保科正之公と天海大僧正」参加申込書 

代表者氏名 
フリガナ          年齢  性別 

             （  ）（男・女） 
住所 

〒 

連絡先 自宅：              携帯： 

同行者 
フリガナ            年齢  性別 

               （  ）（男・女） 
同行者 

フリガナ             年齢  性別 

                （  ）（男・女） 

企画 提案 会津若松商工会議所 実施・申し込み 会津鉄道㈱ 電話０２４２‐３６‐６１６２  

  

日  程 行  程  ※見学場所ではボランティアガイド等による説明があります （添乗員同行） 食事 

 

10/16 

（火） 

会津鉄道・西若松駅（8：08 発）■□■□（AIZU マウントエクスプレス号）■□■□東

武日光駅（10：56着）＝バス＝【昼食（日光）】＝バス＝【日光東照宮、輪王寺大猷院、

慈眼堂】＝バス＝【杉線香「八丹堂」見学】＝バス＝【宿泊ホテル】（16：30頃着） 

朝：× 

昼：○ 

夜：○ 

 

10/17 

（水） 

ホテルロビー集合後出発（8：30発）＝バス＝【仲附旅籠】＝バス＝【奥会津博物館、山

王茶屋見学】＝バス＝【大内宿にて昼食】＝バス＝【下野街道石畳散策】＝バス＝【下

郷発電所展示室見学】＝バス＝【龍興寺】＝バス＝西若松駅着（16：00頃着）会津若松

駅着（16：30頃） 

朝：○ 

昼：○ 

夜：× 

宿泊地 ホテルつたや 栃木県日光市中央町７－１１ 電話０２８８―２１―００４８ 
 

平成２４年度小規模事業者地域力活用新事業全国展開支援事業 
モニターツアー 

AIZUマウントエクスプレス号で行く 

１０，０００円（おとな１名様） 
先着２０名様 

（最尐催行人員１０名様） 

西若松駅 午前７：５０集合 

旅行期日 

旅行代金 募集人員 

集合場所 

歴史再発掘～会津へのみち 

９月１３日午前１０時より受付開始！ 

   会津鉄道 旅行センター 

電話０２４２－３６－６１６２まで 



観光・見学ポイント 

AIZUマウントエクスプレス号で行く 

歴史再発掘～会津へのみち 

『会津西街道からみる保科正之公と天海大僧正』 
 

会津西街道は、物資の輸送の他、豊臣秀吉の奥州仕置きや大名の参勤交代、保科正之公の日光参詣などに利用さ

れ、政治、経済、物流、人流を担った、会津と江戸を結ぶ「最短の道」であり、イザベラ・バードも辿った正に「歴

史の道」です。今回は、保科正之公の時代から整備された会津西街道を軸とした日光までの沿線を訪ねる旅として、

日光とゆかりのある会津出身の人物『天海大僧正』の足跡を訪ねるツアーです。 

なお西街道沿線にかつて古河・若松・米沢を結ぶ、野岩羽鉄道構想がありました。壮大な計画は時代の流れで頓

挫しましたが、会津線はその一部として現在も息づいています。今年３月に日光乗り入れを開始した「AIZUマウン

トエクスプレス号」でかつての鉄路への思いを馳せながら日光を目指します。皆様、ぜひご参加下さい。 

～主な見学先の紹介～ 

◎日光東照宮 徳川家康公を日光に祀り、江戸を護る一大霊場として隆盛の極みに導いたのが、

天海大僧正です。家康公・秀忠公・家光公、三代にわたる徳川将軍から生き仏のように崇められた

天海は、並はずれた才能を持つ卓越した天台僧でした。また、保科正之公は、日光東照宮の警備と

いう使命も幕府から求められていたとされ、会津藩主時には 7回参詣しています。 

 

◎仲附旅籠 会津西街道藤原宿に建造された建物を鬼怒川野外公園の一角に移転した

もの。江戸当時、輸送は藩が決めた宿駅を継なぎながら荷物をその度乗せ換えていました

が、仲附による運送は 1 人で５～７疋の馬を引き、目的地まで運ぶ方式で、安くて早く、

且つ荷物も傷めない画期的な仕組みでした。その仲附たちが利用した旅籠跡です。 

 

◎山王茶屋 

下野街道の山王峠の入り口にあった旧山王茶屋を移築復元した茅葺き屋根の建物。下野

街道は会津と関東を最短距離で結ぶ重要な交通路であり、旧山王茶屋は難所の山王峠を

越す旅人の休泊所として利用されていました。 

 

◎下野街道石畳 

大内宿は、会津若松と今市とを結ぶ会津西街道の宿場町。大内宿を中心に前後合わせて 10キロ区

間は、旧下野街道の石畳が残る場所があり散策できます。 

 

その他、日光市今市の線香工場や下郷発電所、天海大僧正の両親の墓がある龍興寺（会津美里町）

など地域の産業、ゆかりの施設を見学します。 

 

※掲載画像はすべてイメージです。 

 


